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臨
時
議
会
が
20
日
招
集
さ
れ
、
正
副
議
長
人
事
な

ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
議
員
団
は
、
４
年
前
と
２
年
前
の
正
副

議
長
人
事
で
は
他
会
派
候
補
と
議
会
運
営
な
ど
に
つ
い

て
協
定
書
を
交
わ
し
共
同
し
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
は

大
会
派
主
導
で
選
考
作
業
が
進
め
ら
れ
、
私
た
ち
に
対

す
る
協
定
の
働
き
か
け
も
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
独
自
候
補
を
立
て
て
た
た
か
い
ま
し
た
。 

 

議
長
選
は
、
創
風
ク
ラ
ブ
の
瀧
澤
逸
男
議
員
と
私
と

の
争
い
に
な
り
ま
し
た
。 

 

投
票
結
果
は
瀧
澤
逸
男
議
員
34
票
、
橋
爪
10
票
、

無
効
（
白
票
）
４
票
で
し
た
。 

 

副
議
長
選
は
新
政
の
岩
崎
哲
夫
議
員
と
日
本
共
産
党

議
員
団
幹
事
長
の
上
野
公
悦
議
員
と
の
た
た
か
い
と
な

り
ま
し
た
。 

 

投
票
結
果
は
、
岩
崎
哲
夫
議
員
が
33
票
、
上
野
公

悦

議

員

が

６

票
、
そ

れ

と

所

信
表
明
を
し
な

か
っ
た
小
林
克

美
議
員
が
２
票

獲

得

し

ま

し

た
。
こ

こ

で

も

白
票
は
７
票
も

あ
り
ま
し
た
。 

 

議
長
選
の
投

票
結
果
が
出
た

瞬

間
、
議

場

内

か

ら
「
す

ご

い
」
と
い
う
声 

が
聞
こ
え
ま
し
た
。
臨
時
議
会
の
前
日
に
立
候
補
を
決

め
、
他
会
派
に
働
き
か
け
る
い
と
ま
も
な
い
な
か
で
よ

く
と
れ
た
も
の
で
す
。
私
へ
の
投
票
と
白
票
の
合
計
が

14
に
も
な
っ
た
底
流
に
は
大
会
派
主
導
で
進
め
ら
れ

た
こ
と
に
対
す
る
反
発
が
あ
り
ま
す
。
副
議
長
選
結
果

も
同
じ
で
す
。
議
会
の
３
分
の
１
ほ
ど
の
議
員
が
「
異

議
あ
り
」
の
審
判
を
下
し
た
こ
と
の
意
義
は
大
き
く
、

今
後
の
正
副
議
長
選
挙
に
影
響
を
与
え
る
で
し
ょ
う
。 

 

所
信
表
明
で
３
つ
の
約
束 

  

投
票
前
に
行
わ
れ
た
所
信
表
明
演
説
。
私
は
、
ま

ず
、
「
上
越
市
は
14
市
町
村
が
合
併
し
て
６
年
目
と

な
る
が
、
市
民
の
暮
ら
し
も
営
業
も
か
つ
て
な
く
厳
し

い
状
況
が
続
い
て
い
る
。
市
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を

守
る
た
め
に
は
48
人
の
議
員
の
知
恵
を
結
集
し
て
議

会
の
責
務
を
し
っ
か
り
と
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
の
べ
ま
し
た
。 

 

そ
の
う
え
で
、
①
公
平
、
中
立
の
立
場
で
民
主
的
、

効
率
的
な
議
会
運
営
に
努
め
る
、
②
秋
に
も
制
定
さ
れ

る
で
あ
ろ
う
議
会
基
本
条
例
に
沿
っ
た
議
会
運
営
に
最

大
限
の
努
力
を
し
て
い
く
。
具
体
的
に
は
、
市
民
の
皆

さ
ん
の
ご
意
見
、
ご
要
望
を
し
っ
か
り
と
反
映
さ
せ
る

議
会
、
議
員
間
で
大
い
に
議
論
し
、
審
議
を
尽
く
す
議

会
、
行
政
を
し
っ
か
り
チ
ェ
ッ
ク
す
る
と
同
時
に
政
策

提
言
、
議
員
立
法
を
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
く
議
会
を
つ

く
っ
て
い
く
、
③
上
越
市
議
会
の
代
表
と
し
て
信
頼
さ

れ
る
よ
う
日
夜
研
鑽
を
積
み
、
努
力
し
て
い
く
、
と
い

う
３
つ
約
束
を
し
ま
し
た
。 

 

所
信
表
明
の
時
間
は
５
分
と
い
う
制
限
が
あ
り
ま

す
。
限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
ど
れ
だ
け
私
の
思
い
が

伝
わ
っ
た
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
が
、
保
守
会
派
の
人
た

ち
か
ら
も
「
い
か
っ
た
よ
」
「
市
民
は
見
て
い
る
よ
。

が
ん
ば
っ
た
ね
」
な
ど
の
声
を
か
け
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
市
議
に
な
っ
て
初
め
て
の
議
長
選
立
候
補
で
し
た

が
い
い
経
験
を
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。 

 

活
発
な
発
言
、
議
会
へ
の
注
文
も 

 

柿
崎
、
高
田
で
議
会
主
催
の
議
会
報
告
会 

 

 

市
議
会
主
催
の
議

会

報

告

会

が

14

日

（
高

田
）
、

18

日

（
柿
崎
）
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。 

 

柿
崎
地
区
公
民
館

を
会
場
に
し
た
議
会

報
告
会
で
は
６
人
の

人

が

発

言

し

ま

し

た
。
ト
ッ
プ
は
上
下

浜
の
Ｓ
さ
ん
、
「
国

が
本
社
な
ら
市
は
営

業
所
だ
。
無
駄
は
ゼ

ロ
に
す
る
の
が
当
た
り
前
、
な
く
し
て
ほ
し
い
」
と
訴

え
ま
し
た
が
、
い
ま
の
政
治
に
対
す
る
怒
り
を
爆
発
さ

せ
る
よ
う
な
発
言
で
し
た
。
三
ツ
屋
浜
の
Ｋ
さ
ん
は
、

上
越
に
も
塩
の
道
が
あ
っ
た
と
し
て
、
そ
れ
を
活
用
し

た
地
域
振
興
や
海
岸
浸
食
な
ど
に
つ
い
て
発
言
し
ま
し

た
。
海
岸
浸
食
に
関
し
て
は
、
「
こ
れ
ま
で
何
度
も
県

に
働
き
か
け
て
い
る
が
、
10
年
経
っ
て
も
手
つ
か
ず

だ
。
こ
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
い
い
の
か
」
と
議
会
に
現

地
調
査
と
積
極
的
な
対
応
を
求
め
ま
し
た
。
こ
の
他
、

大
潟
区
の
Ｋ
さ
ん
の
新
幹
線
新
駅
な
ど
に
つ
い
て
の
発

言
も
印
象
に
残
り
ま
し
た
。 

 

高
田
会
場
で
は
、
豪
雪
対
策
な
ど
の
ほ
か
、
「
行
政

組
織
改
編
に
つ
い
て
は
１
年
を
待
た
ず
に
第
一
４
半
期

か
ら
ビ
シ
ビ
シ
と
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
て
ほ
し
い
」
な
ど

議
会
へ
の
注
文
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。
（
写
真
は
柿
崎
会
場
） 

 

 
 

 
 

 

議
長
選
で
橋
爪
に
は
10
票
、
白
票
は
４
票
も 



総 務 常 任 委 員 会  

１２人 

厚 生 常 任 委 員 会  

１２人 

建設企業常任委員会 

１２人 

文教経済常任委員会 

１２人 

滝 沢 一 成 平良木哲 也 内 山 米 六 ○上 野 公 悦 

笹 川 栄 一 ○林  辰 雄 樋 口 良 子 波多野一 夫 

塚 田 隆 敏 鴨 井 光 夫 山 崎 一 勇 中 川 幹 太 

○高 波 勝 也 瀬 下 半 治 ○渡 辺  隆 大 島 洋 一 

橋 爪 法 一 ◎柳 沢 周 治 滝 沢 逸 男 武 藤 正 信 

矢 野  学 森 田 貞 一 田 中 吉 男 草 間 敏 幸 

吉 田  侃 水 澤 弘 行 塚 田 俊 幸 江 口 修 一 

宮 崎 政 国 石 平 春 彦 岩 野 虎 治 ◎田 村 武 男 

松 野 義 之 岩 崎 哲 夫 杉 田 勝 典 小 関 信 夫 

◎飯 塚 義 隆 佐 藤  敏 近 藤 彰 治 上 松 和 子 

栗 田 英 明 小 林 章 吾 ◎小 林 克 美 永 島 義 雄 

本 城 文 夫 山 岸 行 則 大 島 武 雄 古 澤  弘 

 

上 野 公 悦 滝 沢 一 成 瀬 下 半 治 ○武 藤 正 信 

内 山 米 六 笹 川 栄 一 柳 沢 周 治 上 松 和 子 

森 田 貞 一 水 澤 弘 行 ◎栗 田 英 明 佐 藤  敏 

 

新幹線・並行在来線 

対策特別委員 会  

１２人 

中 山 間 地 対 策 

特 別 委 員 会 

１２人 

中心市街地活性化 

対策特別委員 会

１２人 

第三セクター 等 

特 別 委 員 会 

１２人 

○平良木哲也 中 川 幹 太 林  辰 雄 上 野 公 悦 

◎波多野一夫 鴨 井 光 夫 ○滝 沢 一 成 瀬 下 半 治 

大 島 洋 一 武 藤 正 信 樋 口 良 子 内 山 米 六 

高 波 勝 也 ○笹 川 栄 一 ◎松 野 義 之 草 間 敏 幸 

渡 辺  隆 橋 爪 法 一 滝 沢 逸 男 柳 沢 周 治 

飯 塚 義 隆 山 崎 一 勇 江 口 修 一 ◎塚 田 隆 敏 

塚 田 俊 幸 ◎宮 崎 政 国 上 松 和 子 矢 野  学 

近 藤 彰 治 田 中 吉 男 永 島 義 雄 吉 田  侃 

小 林 克 美 小 関 信 夫 栗 田 英 明 田 村 武 男 

石 平 春 彦 岩 野 虎 治 本 城 文 夫 ○杉 田 勝 典 

岩 崎 哲 夫 大 島 武 雄 佐 藤  敏 森 田 貞 一 

古 澤  弘 山 岸 行 則 小 林 章 吾 水 澤 弘 行 

 

議会運営委員会 

◎印は委員長。○は副委員長 

 

20
日
の
臨
時
議
会
で
は
任
期
切
れ
と
な
っ
た
市
議
会
常

任
委
員
会
委
員
の
選
任
や
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
な

ど
の
正
副
委
員
長
の
互
選
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
正
副
委
員
長
互
選
か
ら
、
立
候
補
者
は
委
員
会

運
営
な
ど
に
つ
い
て
の
所
信
を
の
べ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
18
日
の
各
代
表
者
会
議
に
お
い
て
私
の
方
か

ら
議
会
改
革
の
ひ
と
つ
と
し
て
提
案
さ
せ
て
も
ら
い
実
現

し
た
も
の
で
す
。
各
委
員
会
で
は
互
選
に
先
立
ち
候
補
者

が
、
当
面
す
る
委
員
会
の
課
題
に
ど
う
立
ち
向
か
う
か
、

委
員
会
の
運
営
に
つ
い
て
ど
う
す
る
か
な
ど
の
所
信
を
の

べ
ま
し
た
。 

 

今
回
の
正
副
委
員
長
の
互
選
で
は
初
め
て
投
票
が
行
わ

れ
た
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。
文
教
経
済
常
任
委
員
会
で

す
。
同
委
員
会
で
は
副
委
員
長
の
候
補
者
が
中
川
幹
太
委

員
と
上
野
公
悦
委
員
の
ふ
た
り
と
な
っ
た
た
め
、
投
票
が

行
わ
れ
、
上
野
委
員
が
10
票
を
獲
得
し
当
選
し
ま
し
た
。

中
川
委
員
は
２
票
で
し
た
。 

 

今
回
の
正
副
委
員
長
人
事
で
は
市
議
一
期
生
、
二
期
生

が
大
勢
選
ば
れ
ま
し
た
。
今
後
の
活
躍
に
注
目
で
す
。
ま

た
、
日
本
共
産
党
議
員
団
か
ら
は
、
文
教
経
済
常
任
委
員

会
で
上
野
公
悦
委
員
が
、
新
幹
線
・
並
行
在
来
線
対
策
特

別
委
員
会
で
平
良
木
委
員
が
副
委
員
長
に
選
ば
れ
ま
し
た

が
、
常
任
委
員
会
と
特
別
委
員
会
の
２
つ
の
委
員
会
で
委

員
会
の
役
職
に
選
ば
れ
た
の
は
初
め
て
の
こ
と
で
す
。 

 
常
任
委
員
会
・
特
別
委
員
会
の
正
副
委
員
長
決
ま
る 


